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　はじめまして、メディセレスクール
専任講師の小倉佑介です。児島からバ
トンを受け、今回からこのコラムを担
当することになりました。春を迎え
た今、新６年生の学生さんから「何か
ら始めれば良いか」という質問を多
くもらいます。まずは勉強への心構え
を変えるようにアドバイスしていま
す。
　勉強の計画は割り算で考えることが
重要です。限られた時間の中で、先が
見えないまま勉強するのは無謀です。
計画を立てずに参考書をひたすら読む
のではなく、時間を割り算して計画を
立てましょう。例えば、春から秋まで
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の数カ月間で参考書を１周するには１
カ月、１週間、１日にどれだけ取り組
み、そのために何を実行すべきかを考
えるとよいでしょう。
　また、参考書を最初から順に読む方
がいますが、読んだ内容が全く出題さ
れていなければ、その落胆は計り知れ
ません。敵を知り、攻略するためにま
ずは演習を行い、自分の「分かる、分
からない」を分別しましょう。
　勉強には、「理解」（わかる）、「暗記」
（覚える）、「訓練」（慣れる）の三つの
要素があります。多くの方はどうして
も「理解」に走りますが、「理解」に
偏った勉強では結果は出にくいので
す。最も重きを置くべきなのは「訓練」
（慣れる）です。
　「時間をかけているのに結果が出な

い」という学生さんの多くは「理解、
暗記、訓練」の順でやらなければな
らないという固定概念を持っていま
す。この順番は確かに理想的ですが、
科目によっては最初の「理解」に多
大な時間を費やしてしまいかねませ
ん。
　時間には限りがある中、場合によっ
ては「訓練、暗記、理解」の順も大切
です。特に計算問題などは公式の「理
解」から始めるのではなく、まず問題
の解説を見て、その解法の流れに慣れ、
解法の手順を覚えるわけです。繰り返
すと「理解」は後から付いてきます。
緊張して実力が出にくい場面でも無意
識に問題が解けるほどに「訓練」（慣
れる）することで、きっと自信を持て
るはずです。
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勉強は「慣れる」が先

　日本薬学生連盟の第18回年会「薬学生の集い」が３月19、20日、日本
大学薬学部で盛大に開催され、成功裏に終了した。今年のテーマは「超え
ろ」。140人以上の学生が参加したメイン企画「超薬－RE:START－」では、
チェーン薬局などの民間企業や医療機関、行政などから14人の講師を招
き、現在取り組んでいることや将来に向けて行うべきことについてそれぞ
れにブースが設けられ、まず講師からの講演が行われた後、「10年後に薬
のプロとして取り組むべきことは何か」をテーマに、学生と講師による熱
いディスカッションが行われた。各ブースのまとめ役の学生から講演の概
要やディスカッションの結論が発表された後、講師が感想を述べ、未来の
薬剤師たちにエールを送った。

　病院薬剤師の立場から参加した海老
原毅氏（心身障害児総合医療療育セン
ター薬剤科長）は、障害者と薬剤師の
関係について講演し、障害者・障害児
は一人ひとり症状が異なることから、
薬剤の用法が決められていないと説
明。特に、重度障害者は全国でも４万
人程度しかおらず、薬物療法が確立さ
れていない上、薬剤師が十分に関与で

きていない現状を訴えた。まとめ役の
学生からは、「親族から患者の話を聞
き、ボランティアなどの機会を通じて
障害を持った人を理解することが重
要」と総括が行われた。
　また薬局経営者の立場から、島田光
明氏（ファーコス代表取締役）は、少
子高齢化や膨大な国債など、日本が抱
える問題と薬剤師業務の関係について

講演した。「国民の健康
と生活を保つという、薬
剤師本来の役割に立ち返
るべき」との考えを述べ
た上で、10年後に求め
られると想定される薬剤
師の役割を提示。プロフ
ェッショナルの知識を備
えて職業に誇りを持つこ
とや、各々が専門分野に
長け、患者になる前の段
階の人に何ができるのか
を深く考えることなどを
呼びかけた。
　一方、安川孝志氏（厚

生労働省医薬・生活衛生局総務課長補
佐）は、行政から見た薬剤師を取り巻

く環境について講演。医薬分業を進め
る上で、薬剤師が自分の仕事内容を国
民にどう見せていくかが大事とした。
多剤併用や残薬の問題など、薬剤師が
取り組むべき役割は大きいとし、「普
段の学習でも、卒業後も仕事内容の見
える化を意識することが大切だ。行政
として頑張る薬剤師をサポートした
い」と力強い発言があった。
　日本薬学生連盟の2016年度会長を
務める北澤裕矢さん（東京薬科大学）
は、年会終了のあいさつで、「先生方
から受け取った思いを学生に広め、明
日から何をやるかが大事」と参加者に
呼びかけ、薬剤師の卵として年会で受
け取ったメッセージを実践することの
重要性を強調した。

世代を超えて
薬学生と講師が討論
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日本薬学生連盟第18回年会
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